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  Velocity changes of intraluminal urine flow in the ureter and urethra were studied by ultrasonic
Doppler technique in adult mongrel dogs．
  As a result， Doppler technique with simultaneous recording of electromyogram was found to































































    a：尿流0．3ml／secの時に記録したもの
    b：尿管筋電図との同時記録．蠕動放電tlc一一一致し
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Fig．2．排尿量と亀頭部尿道での流速曲線の同時記録
    流速曲線は排尿開始後1秒でプラトー相に移行し，そ
    の後この値を排尿終了時近くまで維持する．流速値は
    亀頭部で最も速く約200 cm／secである．
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動速度を実測すると3～4 cm／sec位であるのに対し
Doppler法で記録すると10～20cm／secとかなり高
い値を示している．これは尿がurine bolus内で静
止しているのではなく，このなかで一定速度をもって
動いていることを示し，Doppler法で測定される流
速はbolus移動速度とbolus内尿流速度の和で表
わされている．これをさらに分析するとin situで尿
管平滑筋の活動状態を検出でぎる可能性を示してい
る．
 つぎに排尿時における尿道内尿流速度を， Dop－
pler法で検討した成績について述べる．
 男性では亀頭部，振子部および球部尿道にDop－
pler probeを貼付け，それぞれ陰茎亀頭部，振子部尿
道および球部尿道での流速曲線を記録し，女性ではペ
ンシル型transducerを膣内に挿入して尿道内の尿
流を測定した．
 一般にDoppler法でヒトの排尿過程を記録する
と，Fig．2のように明瞭な流速曲線を得ることがで
ぎる．
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 球部尿道における流速曲線は排尿開始よりplateau
相に移行する時間が長く，plateau相も短かく，流速
も遅く最大130cm／secであった．
 振子部尿道における流速曲線では，排尿開始2秒後
にplateau相に移行し，約8秒間持続し，次第に減
少し，最大130c皿／secであった．
 亀頭部尿道における流速曲線は排尿開始後1秒で
plateau相に移行し，その後この値を排尿後3秒近く
まで持続し，また流速は最も速く，最大200cm／sec
であった．
 Bernoulliの定理によると，流速の遅いところほど
静止圧が，大きくなるから，排尿中の尿道内径は球部
道で最：も拡張しており，振子部尿道から外尿道口に
かけては次第に縮小していくものと想定される．
 このようにDoppler法を使用すると受動的な尿量
の測定にとどまらず，尿道各部の機能的状態をも知り
うる特徴がある．
